
令和５年１月吉日

川和地区社会福社協議会(「地区社協」)ってな～に？

川和地区社協は、昨年度作成した『第四期川和地区福祉保健計画（令和３～７年度）』に沿って、さまざ

まな取り組みを実践しています。進捗状況は下記の通りです。

＊川和連合ふれあいたい活動の充実
各町内会自治会連絡会は、川和町内会が 12/3 に、都筑ケ丘住宅自治会が 12/3 に、川和団地

自治会が 11/11 に、川和台自治会が 11/12 に、都筑第二自治会が 11/27 に、二の丸自治会が

10/30 にボランティアの情報交換のため開催されました。
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登録会員 12 12 5 19 7 5 60

利用希望者 11 3 9 24 4 1 52

そっと見守り 3 0 2 18 0 1 24

11月6日に3年ぶりの川和連合ふれあい

たいサロンが開催されました。個人情報研

修のあと、加賀原ケアプラザによる認知症

基礎講座と続き、パナソニックエイジフリー

相談員の協力で、認知症VR体験、車いす

の利用体験をしました。アンケートでは様々

なご意見を頂きましたので、今後に生かして

いければと思います。

＊『つながり♡ねっと』の充実

自治会の福祉関係の連絡会を定期的に開催し

情報を共有すると平成 29年度の川和地区社協理

事会で提言され承認されました。本年度は都筑第

二自治会で 12/1 に、都筑が丘住宅自治会及び

川和団地自治会で 11/13 に開催されました。しか

し、各町内会自治会単位ではまだまだ実行されて

いるとはいえず、効率よく効果的に地域の情報が

収集できる町内会自治会単位の『つながり♡ねっ

と』を充実していきたいと考えております。

＊『社会福祉協議会協力金』の協力お礼

本年度も『社会福祉協議会協力金』（旧賛助会

費）のご協力ありがとうございました。

本年度は、おかげさまで９４８,５０３円が集まり、

そのうち 483,737 円を還元金として受け取り、昨年

度比較で 174,780 円増のアップとなりました。

川和地区社協では、この還元金を利用して、

『おたのしみ会』等（高齢者昼食会）・『リハビリ教

室』・『あそびの広場』、『赤ちゃん会』、『かわわ・

わーい』等（子育て支援）及び『川和連合ふれあい

たい』等（地域ポランテイア活動）への助成を行っ

ています。



＊ボッチャクラブ立ち上げ

東京で開催されたパラリンピックで日本チームが

金メダルを獲得するなどボッチャブームになる中、

本年度の川和地区社協の新規事業としてボッチャ

クラブを立ち上げました。

毎月第４土曜日 10:00～12:00 に練習会を開催し

ており、カプカプ川和からラポールの優勝者が参

加するなど参加者も増えつつあります。飛び入り

参加も大丈夫ですので、奮って参加ください。

＊川和連合町内会の各町内会・自治会で敬老のお祝いイベントの開催
川和台自治会で敬老のお祝い会イベントが開

催されました。また川和町内会、川和団地自治会、

都筑ヶ丘住宅自治会、都筑が丘第二自治会及び

二の丸自治会では敬老のお祝いの品が対象者に

届けられました。川和地区社協では、お健やかに

お過ごしくださるよう、祈願してお祝いをしました。

＊令和４年度ボランティア団体への援助金交付

川和地区社協では見守り活動団体及び地域の

ボランテイア活動団体に対して、円滑な活動の推

進を支援するため、援助金を交付しております。

助成金交付会では、 各団体から「活動をしていて

感じること」、地区社協からは「各団体と地区社協

の繋がる活動」など意見交換されました。

各ボランティア団体が有機的に繋がり、高齢者、

障がい者、子育て世代などが気軽にサロンやイベ

ント等に参加できるよう、その活動を活発化して、

川和地区の要援護者の支援の輪の広がりに繋が

れば、と考えています。趣旨をご理解の上、できる

だけ団体の活動に参加頂けたら幸いです。

見守り活動団体名称 活動内容

川和連合ふれあいたい 地域福祉活動に気軽に参加できるように、その機会を提供することによ

り、高齢者および子ども（子育て）など支援を必要とする人が対象となる地

域福祉活動を推進する。高齢者および子ども（子育て）など支援を必要な

人の見守り・声かけによる支援をする。

川和地区一人暮らし高齢者

支援事業

川和地区民生児童委員、川和地区保健活動推進員及び高齢者クラブ・

友愛活動員が「訪問活動」「見守り活動」「居場所・たまり場づくり活動」「外

出援助の活動」等に取り組んでいます。。

川和第一寿会 年２回の誕生会開催により動静の確認をする。

川和第二寿会 敬老会や誕生会開催により動静の確認をする。またバレンタインデーに

はグッズを届け安否確認の一助とする。

川和第三寿会 誕生会の開催により動静の確認をする。またグッズを届け安否確認の一

助とする。

川和第四寿会 年３回の誕生会開催により動静の確認をする。

つづきがおかクラブ 毎月各種イベントを開催。またサロンつづき亭を隔月に開催し動静の確

認をする。

あじさい会 年４回の誕生開催により動静の確認をする。また欠席の方々にグッズを

届け安否確認する。

コスモスクラブ 毎月サロンを開催し映画やビデオの上映会を行い、動静の確認をする。



ボランティア活動団体名称 活動内容

川和小ミマモール 川和小学校区内の全通学路において、川和町の４自治会・町内会のボ

ランティアによる川和小学校児童の登下校時の同伴、通学路域内での

見守り・通行指導・声かけ等の活動をしています。特に、登校時は全学

年を対象とし、下校時には主として低学年を対象に見守る活動をしてい

ます。

ラッコの会 都筑福祉保健センタ―主催の「川和地区赤ちゃん会」の運営サポートを

保健活動推進員と共にしています。おもちゃの手作り、お誕生カード作

り、季節を感じる行事（お雛様、端午の節句、七夕、お月見など）あそび

の広場、かわわ☆わーいと一緒のポスターちらしの作成をしています。

あそびの広場 赤ちゃん会を卒会した親子のサロン活動。活動 12 年目に入り多くの親

子に参加してもらっている。ヨガやペープサートなどの企画を入れて、お

茶なども飲みながらの情報交換や相談等行う。

かわわ☆わ～い 川和地区を中心に概ね赤ちゃん会を卒会し、川和あそびの広場の２ヶ

所目として３年前に発足。親子の遊び場ほか、お茶を飲みながらの子育

て相談、情報交換や相談等行う。

川和幼児クラブ 未就児学(１～３才)と親の育児サークルです。屋内活動で工作や誕生

日会等をします。屋外活動は公園遊び、遠足、果物狩り、工場・消防署

見学等をしています。

さくらんぼクラブ 乳幼児の親子があつまり、室内遊びを中心に、季節にちなんだ取り組

み、制作、お散歩、外遊び、身体をつかった体操、りトミックスを行いま

す。

健康踊りの和 椅子に座って楽しく無理なく、全身の筋力を付け脳トレを行う。その上認

知予防にも効果がある体操をしています。前半１時間の体操が終わった

ら、楽しく曲に合わせた体操を取り入れた踊りを後半１時間行います。

ひまわり会 ６０才以上の方の介護予防体操

はればれ体操 椅子に座ってやる体操とマットを使って軽いヨガ体操、脳トレと余り頑張

ることなく先生も色々と工夫をされ指導されています。

おたのしみ会 毎月 1 回７０才以上の「ひとり暮らし高齢者」を招いて「昼食会」を行な

い、対象者の方々は昼食を楽しみながらお互いのコミュニケーションを深

めています。

リハビリ教室 身体機能の回復・維持が必要な高齢者の方々につづき病院、加賀原

地域ケアプラザ等の指導・協力を得て指導やアドバイスをしています。身

体を動かすだけでなく地域の中での交流を含めた活動は心のケアにも

役立っています。

だんちらんたん 住み慣れた団地で最期まで安心して暮らしていくために､住民同士が日

常的にコミュニケーションをとり、様々な知恵を出し合い、お互いが自然

な形で支えあえる地域を目指して開設しました。

◆参加希望者、問い合わせ等は、事務局【連絡先：090-2456-1141 山口(都筑が丘 II)、090-2145-0361

田島(都筑ヶ丘住宅)】または加賀原ケアプラザ【045-944-4640】まで



＊川和地区社協研修会を実施

１２月９日（金）、川和地区社協・川和連合ふれ

あいたい・川和地区民生児童委員協議会の合同

研修会が開催されました。本年度は障がい者就

労支援の場である『ケアフィットファーム』（山梨県

甲州宮市）を訪問しました。

ケアフィットファーム HP：

https://www.carefit.org/farm/

スタッフによる事業の概要・活動内容などの説

明を受けた後、ワインの充填所、販売所を見学し

ました。『ケアフィットファーム』は、山梨で葡萄とワ

インづくりをとおして各地域の資源を活用し、横展

開する活動しています。障がいがある人、高齢者、

生活困窮者、子どもたち、外国人など多様な人た

ちが、多数派も 少数派もない相互作用しながら

発展し、地域創生につながるモデル地域づくりを

展開しています。国の助成及びとワインの売り上

げでスタッフ、就労者の人件費等の運営を賄って

おり、販売や寄付の協力や活動のＰＲをして欲し

いとのお願いがありました。

今回の研修会は全国展開されている「旅割」が

適用されたため旅費の援助により例年より参加費

が安価となったこと及び３千円のお土産クーポン

の付与があったことより、参加者は大いに販売協

力ができたようです。

今回は見学がワイン造りでありまた行程が山梨

の往復で約５時間でトイレ休憩を１時間ごとに取る

ことになりその中で２か所が勝沼ワイナリー及び

笹一酒造であったため、アルコール試飲の連続で

呑み助にはラッキーな研修会でした。

●川和地区社協事務局からのお知らせ

川和地区社協では令和４年度後半に下記のイベントを計画しています。

・川和地区社協役員会（1/28、令和４年度中間報告）

・ボッチャ倶楽部練習会（川和連合集会所で 1/28、2/25、3/25 毎月第 4土曜日 10:00～12:00 に開催）

・つづきあいフォーラム（都筑区公会堂で 2/18、『第四期川和地区福祉保健計画』について）

●次回川和地区だより第５０号は５月頃の発行予定です。

川和地区社協へのご意見・ご投稿等は事務局までご連絡いただけたら幸いです。

【連絡先：090-2456-1141 山口(都筑が丘 II)、090-2145-0361 田島(都筑ヶ丘住宅)】


